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★ 人の動き ★　5月1日現在（前月比）

 男：17,449人 女：18,790人　　 

 計：36,239人（+40人）

 世帯数：12,844戸（+48戸）



2広報「 」平成21年6月号

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

まちの
わだい第4回葛城の里探訪

　4月 26 日、葛城市観光協会主催の「第 4回葛城の
里探訪」が行われました。県内外から 26 人の参加者
があり、竹内街道、當麻寺、傘堂や石光寺などを経
て、相撲館に至る約 12km の道のりと、ボランティア
ガイドの会による歴史説明、農業者健康管理センター
での、「白鳳座」の和太鼓演奏、「けはや相撲甚句会」
による甚句を楽しまれました。

　参加者は、「歴
史のあるまちを
巡ることができ
楽しかった。ガ
イドの説明もと
ても良かった。」
などと話されて
いました。

書家の森大衛さん来訪
　4月 22 日、「笑っていい
とも」のコーナー“達筆王”
で活躍されておられる書家の森大衛さんが葛城市を
訪問されました。森さんは、市内の酒造会社のラベ
ルを書かれ、當麻寺中之坊客殿の天井絵を奉納され
るなど本市との関わりが深い人物です。
　森さんは「新緑の二上山や色とりどりのボタンを

堪能することが
でき感動してい
ます。是非、ま
た葛城市を訪れ
たい。」などと語
られていました。

青葉かおる五月
～ 葛城市公園まつり開催 ～

　5月 3日、屋敷山公園一帯で各種団体協力による公
園まつりが開催されました。
　当日は風薫る五月の好天にも恵まれ、恒例の模擬
店・フリーマーケット・映画鑑賞会などの催しが行
われました。
　また、オープニングセレモニーでは、葛城市に古く
からゆかりのある伝説の人物「中将姫」をイメージ
したマスコットキャラクターやミス葛城キャンペー
ンガールの 2人が公園まつりに花を添えていました。
　その他に、野外イベントコーナーではシャボン玉
遊び・バルーンアート・野外劇場・ビンゴゲーム・
吹奏楽・演舞など盛りだくさんの内容を陽気な日差
しの中、家族連れや多くの市民の皆さんが楽しいひ

と時を過ごされました。

練供養
　5月 14 日、「練供養」の名で知
られる伝統行事「聖衆来迎練供養
会式」が営まれました。
　練供養は、奈良時代の右大臣
の娘、中将姫が一夜にして蓮糸で曼陀羅を織り上げ、
生きながら成仏したという伝説にちなんで平安時代
に始まった伝統行事です。
　中将姫の命日にあたるこの日に毎年営まれており、
今年も境内は参拝者で身動きもままならないほど混
雑していました。境内には極楽浄土に見立てた本堂
と、人間界を表した娑婆堂との間に約 110m の「来迎
橋」が設けられ、雅楽が響く中、観音菩薩が娑婆堂
で中将姫を迎え、真新しい菩薩面を二上山に沈みゆ
く夕陽に輝かせながら本堂に向かいました。

　また、同会式
の前には同橋で
「せんとくん」と
「市公式マスコッ
トキャラクター」
がデートを行い
会場を盛り上げ
ていました。

「成人式話題賞」に入賞！　～葛城市成人式実行委員会～
　葛城市の成人式は、新成人による新成人のための成人式を開催することを
目的に、新成人からスタッフを募集し、実行委員会を設置することにより、
企画・運営等について協議を行い新成人自らが成人式の企画・運営を行って
います。
　去る 1月 12 日、葛城市新庄文化会館マルベリーホールにおいて開催されま
した「平成 21 年葛城市成人式」の企画・運営内容等を、新成人式研究会の「第
9回成人式大賞 2009」に応募されたところ、葛城市成人式実行委員会が「成
人式話題賞」に入賞されました。
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

平
松
泰
郎
氏
に

瑞
宝
双
光
章

　

元
大
阪
府
警
察
官
と
し
て
、

東
淀
川
警
察
署
副
署
長
・
警

視
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
長
年

に
わ
た
り
危
険
性
の
高
い
業

務
に
精
励
し
た
こ
と
に
対
し
、

平
松
泰
郎
氏
（
新
在
家
）
が
、

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の

ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当

　

皆
さ
ま
、
定
額
給
付
金
・
子
育

て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
手
続
き

は
も
う
お
済
み
で
す
か
？

　

定
額
給
付
金
給
付
対
象
者
・
子

育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
対
象
者

の
皆
さ
ま
に
各
申
請
書
類
を
3
月

25
日
に
発
送
し
ま
し
た
。
申
請
受

付
は
、
3
月
30
日
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
。（
申
請
期
間
3
月
30
日
〜

9
月
30
日
・
消
印
有
効
）

　

こ
れ
ら
の
給
付
を
受
け
る
に

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
だ
申

請
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
必
要
書
類
を
添
付
し
て
返
信
用

封
筒
に
て
返
送
い
た
だ
く
か
、
市

役
所
受
付
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◎
窓
口
申
請
受
付
場
所
に
つ
い
て

　

窓
口
で
の
申
請
受
付
は
、
6
月

1
日
（
月
）
か
ら
は
、
葛
城
市
役

所
新
庄
庁
舎
4
階 

定
額
給
付
金

給
付
事
業
実
施
本
部
に
て
行
い
ま

す
。

■
受
付
場
所
：
新
庄
庁
舎
4
階

　

定
額
給
付
金
給
付
事
業
実
施
本
部

■
受
付
期
間
：
6
月
1
日
〜

9
月
30
日

■
受
付
時
間
：
午
前
9
時
〜

午
後
5
時

※
6
月
1
日
以
降
は
、
當
麻
庁
舎

　

で
の
申
請
受
付
は
行
い
ま
せ
ん

　

の
で
、
お
間
違
い
の
無
い
よ
う

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
平
成
21
年
6
月
1
日
か
ら

窓
口
現
金
給
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
請
書

と
本
人
確
認
書
類
お
よ
び
印
鑑
を

ご
持
参
の
上
、
葛
城
市
役
所
新
庄

庁
舎
4
階
定
額
給
付
金
給
付
事
業

実
施
本
部
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
本
人
確
認
書
類
：
運
転
免
許
証
、

　

旅
券
、
写
真
付
き
住
民
基
本
台

　

帳
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証
、
年

　

金
手
帳
等
の
公
的
身
分
証
明
書

　

の
写
し

※
必
ず
、
来
庁
さ
れ
る
方
の
本
人

　

確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ

　

い
。
ま
た
、
ご
家
族
の
方
が
代

　

理
で
申
請
・
受
給
さ
れ
る
場
合

　

は
、
申
請
書
下
部
の
【
代
理
申

　

請
（
受
給
）
を
行
う
場
合
】
の

　

欄
に
必
ず
事
前
に
記
入
押
印
し

　

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
「
申
請
書
類
が
ま
だ
届
い
て
い

な
い
」
等
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
葛
城
市
定
額
給
付
金

給
付
事
業
実
施
本
部
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

6
月
1
日
以
降
の
予
定

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

申
請
に
お
い
て
不
明
な
点
が

あ
っ
た
場
合
、
本
市
か
ら
問
合
せ

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、
給
付

の
た
め
の
手
数
料
な
ど
の
振
込
を

求
め
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　

も
し
、
不
審
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
本
市
の

窓
口
ま
た
は
警
察
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

児童手当受給者のみなさんへ

　児童手当を受給されている方は、所得等の見直しのため《現況届》を提出してください。対象の方には、
現況届用紙を送付していますので、６月中（土、日は除く。）に提出してください。
　この届出をされないと、引き続き受給資格があっても、手当を受けることができなくなりますので、必ず
提出してください。

（児童福祉課）



4広報「 」平成21年6月号
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
を
紛
失
、
ま
た
は
盗

難
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、
保
険
証

の
発
行
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
保
険
証
は
、
医
療
機
関
等
で

受
診
す
る
場
合
の
保
険
資
格
を
証

明
す
る
大
切
な
も
の
で
す
。
ま
た
、

保
険
医
療
機
関
以
外
（
金
融
機
関

等
）
に
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

と
し
て
適
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

紛
失
、
ま
た
は
盗
難
に
遭
わ
れ

た
場
合
は
、
他
人
に
悪
用
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
最

寄
り
の
警
察
に
「
盗
難
届
」「
紛

失
届
」
等
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

再
発
行
は
次
の
と
お
り
市
民
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

必
ず
身
分
証
明
書
（
運
転
免

　

許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
を
ご

　

持
参
く
だ
さ
い
。

　

※ 

他
人
で
あ
る
第
三
者
に
交

　
　

付
で
き
な
い
為
、
身
分
を
確

　
　

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

 

身
分
確
認
が
で
き
な
い
場      

　
　

合
は
、
後
日
世
帯
主
宛
に
保

　
　

険
証
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ

　
　

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

② 

同
居
さ
れ
て
い
る
家
族
の
方

　

以
外
が
再
発
行
の
手
続
き
に
来

　

ら
れ
る
場
合
は
、
必
ず
委
任
状

　

と
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
身
分

　

証
明
証
と
認
印
を
ご
持
参
く
だ

　

さ
い
。
後
日
、
世
帯
主
宛
に
保

　

険
証
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

③ 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　

再
交
付
申
請
書
に
記
入
捺
印
し

　

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
必
ず

　

窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
認
印
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

● 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の

再
発
行
に
つ
い
て

● 

も
し
、
交
通
事
故
に

あ
っ
た
ら
・
・
・

　

交
通
事
故
な
ど
、
加
害
者
の
行

為
に
よ
り
受
け
た
傷
病
に
よ
る
医

療
費
は
、
原
則
と
し
て
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」）
な
ど
の

医
療
保
険
を
使
わ
ず
に
加
害
者
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
支
払
が
遅
れ
る
場
合

や
、
加
害
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
は
、
市
民
課
へ
届
け
出
る

こ
と
に
よ
り
、
国
保
を
使
っ
て
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
保
で
診
療
を
受
け
る
場
合

は
、
必
ず
示
談
の
前
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
届
け
出
後
に

加
害
者
と
示
談
を
結
ぶ
場
合
は
、

必
ず
事
前
に
市
民
課
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　

国
保
で
受
け
ら
れ
た
診
療
に
つ

い
て
は
、
国
保
が
負
担
し
た
額
を
、

後
日
、
被
害
者
に
代
わ
り
、
加
害

者
へ
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
示
談
は
慎
重
に
！

　

届
け
出
る
前
に
示
談
が
成
立
し

て
い
た
り
、
加
害
者
か
ら
治
療
費

を
受
け
取
っ
て
い
た
り
す
る
と
、

国
保
で
は
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

届
け
出
に
必
要
な
も
の

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

　

印
鑑
、
交
通
事
故
証
明
書

も
し
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

○
警
察
に
連
絡
・
・
・

　

必
ず
警
察
に
連
絡
し
、
事
故

　

の
確
認
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
相
手
の
確
認
・
・
・

　

相
手
の
氏
名
、
住
所
、
連
絡

　

先
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
、
免
許

　

証
、
加
入
保
険
な
ど
の
必
要

　

事
項
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

（
市
民
課
）

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
お
送
り
し
ま
す

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
お
送
り
し
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
平
成
21
年

4
月
か
ら
国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
現
役
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
を
毎
年
誕
生
月

に
お
送
り
し
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
は
、

こ
れ
ま
で
の

1 .

年
金
加
入
期
間
と
年
金
加
入
履
歴

2 .

加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込
額

3 .

こ
れ
ま
で
の

 

年
金
保
険
料
の
納
付
額

4 .

月
ご
と
の

 

年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

厚
生
年
金
受
給
者
の
方
に
は
、

　
「
標
準
報
酬
の
お
知
ら
せ
」
を

　

本
年
中
に
お
送
り
さ
せ
て
い
た

　

だ
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※ 

共
済
組
合
の
加
入
記
録
に
つ

　

い
て
は
、
現
在
共
済
組
合
と
情

　

報
交
換
に
よ
り
記
録
の
確
認
を

　

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の

　

で
、
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

※ 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
で
ご
照

　

会
い
た
だ
き
現
在
調
査
中
の
記

　

録
に
つ
い
て
は
、「
ね
ん
き
ん

　

定
期
便
」
に
は
反
映
さ
れ
て
い

　

ま
せ
ん
。
調
査
が
終
了
し
ま
し

　

た
ら
、
調
査
結
果
を
お
届
け
し

　

ま
す
の
で
、
恐
れ
い
り
ま
す
が
、

　

今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
よ
り

年
金
記
録
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
同
封
の
回

答
票
に
て
、
ご
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
が

届
い
た
方
は
年
金
記
録
に「
も
れ
」

や
「
誤
り
」 

の
あ
る
可
能
性
が
高

い
た
め
、
必
ず
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
大
切
な
年
金
記
録
を

正
し
い
も
の
に
す
る
た
め
、「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
に
よ
る
年
金
記

録
の
ご
確
認
に
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
0
5
7
0-

0
5
8-

5
5
5

　

ま
た
は
大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
（
22
）
3
5
3
1
ま
で
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6月は平成21年度市・県民税（普通徴収）の納付月です！
（納税通知書が6月18日頃を過ぎてもお手元に届かない場合は、税務課までご連絡ください。）

平成21年度　市・県民税の主な改正について
○ 寄附金税制が拡充されます。
○ 公的年金からの特別徴収制度が導入されます。
○ 納期割が3期から4期へ変更となります。
　 （第1期；6月、第2期；8月、

第3期；10月、第4期；12月となります。）

◎ 寄附金税制が拡充されます◎ 寄附金税制が拡充されます
1. 控除方法が「税額控除」へ
　　これまでの所得額から控除する「所得控除」方
　式から、税率を乗じた後の税額から直接控除する
　「税額控除」方式に変わります。
2. 適用限度額などが変わります
　　控除対象となる寄附金の上限額が、総所得金額
　等の 25％から 30％に上がります。また、適用下限
　額が下がり、5,000 円（従来は 10 万円）を超える
　寄附金が対象になります。
３. 対象となる寄附金が拡大
　○住所地の道府県共同募金会に対する寄附金
　○住所地の日本赤十字社支部に対する寄附金
　○都道府県または市区町村が条例により指定した
　　寄附金（現在は奈良県、葛城市ともに指定なし）
４.「ふるさと納税」

～地方公共団体への寄附金税制がかわります～
　　「ふるさと」という観点から都道府県・市区町村
　に寄附した場合、適用下限額が 5,000 円を超える部
　分が、所得税と合わせて一定限度まで全額控除さ
　れます。

次の合計額を市・県民税で税額控除します。
　1. 基本控除＝（寄附金－ 5,000 円）× 10％
　2. 特例控除＝（寄附金－ 5,000 円）×

（90％－０～ 40％）
（寄附者に適用される所得税の限界税率）

　※ 2. の額はふるさと納税の金額のみで計算し、
　　市・県民税所得割額の 1割が限度です。

◎ ◎ 公的年金からの特別徴収制度が導入されます公的年金からの特別徴収制度が導入されます
● 公的年金受給者の納税の便宜を図るとともに、市
町村における徴収の効率化を図る観点から地方税法
の改正がおこなわれました。現在納付書または口座
振替でお支払いいただいている個人住民税が平成 21
年 10 月支払分の公的年金から差し引かれます。
　特別徴収制度の導入により、税額が変わることは
ありません。
○ 特別徴収の対象となる方
　　住民税（市・県民税）の課税される方で、当該
　年の 4月 1日現在 65 歳以上の方で老齢等年金給付
　の支払を受けており、介護保険料の特別徴収をさ

　れている方。
　　ただし、次の場合等においては特別徴収の対象
　となりません。
　　1. 老齢等年金給付の年額が 18万円未満である場合
　　2. 当該年度の特別徴収税額が老齢等年金給付の
　　　年額を超える場合
　　3. 当該年度の 1月 2日以降に転出した場合
○ 特別徴収の対象税額
　　公的年金等に係る所得割額および均等割額
　　（給与所得等公的年金以外の所得に係る税額は年
　金からは特別徴収されません。）
○ 特別徴収の方法
　　年６回の公的年金等支払時に、社会保険庁等が
　特別徴収義務者として特別徴収を行い、各市町村
　に納入します。
　　公的年金等に係る個人住民税（市・県民税）を
　次のような方法で徴収します。
平成 21 年度（初年度）

普 通 徴 収 特 別 徴 収
本　徴　収

6月 8月 10月 12月 2月
徴　収
税　額

年税額の
1/4

年税額の
 1/4

年税額の
1/6

年税額の
1/6

年税額の
1/6

平成 22 年度以降（翌年度以降分）
特　別　徴　収

仮　徴　収 本　徴　収
4月 6月 8月 10月 12月 2月

徴 収
税 額

前年度 2
月の徴収
額と同額

前年度 2
月の徴収
額と同額

前年度 2
月の徴収
額と同額

年税額から仮徴収分
（特別徴収）を除いた
額を3回に分けて徴収

○各所得の徴収方法

　●公的年金等に係る所得以外に課税される所得が
　ある方については次のような徴収方法となります。

公的年金等に係る所得 特別徴収
（年金から差し引き）（１）→

普通徴収
（ご自身で納付）　　（２）

普通徴収
（ご自身で納付）　　（２）

特別徴収
（給与から差し引き）（３）

全部普通徴収
（ご自身で納付）　   （２）

全部特別徴収
（給与から差し引き )（３）

給与分は特別徴収   （３）
その他は普通徴収   （２）

公的年金に係る
所得、給与所得
以外の所得（A）

公的年金
等に係る
所得以外
の所得

給与所得（B）

（A）と（B）の
両方がある

→

→

→

→

→

→

→

→
→

→
→

（税務課）
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第 1号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料についてのお知らせ

　介護保険はみなさんの保険料で運営されています。
　葛城市の第 4期事業計画（21 年度～ 23 年度）では、現在の状況や将来の見込みを踏まえたうえで、葛城市
の介護サービスにかかる費用を予測し、次の算出方法により新たな保険料などが定められます。
　今回の見直しによる第 4期事業運営期間の新たな保険料基準額は、月額で 4,100 円に定められました。サー
ビス提供に必要な費用の増加が予想されますが、積立金を活用し現在の基準額を維持するとともに、低所得者
層の軽減を図ります。一人ひとりの保険料は、介護保険の大切な財源です。みなさまのご理解とご協力をお願
いします。

保険料基準額（月額）＝
65 歳以上の方の人数

介護サービスの総費用の内 65 歳以上の方の負担分（20％）
÷ 12 月

第3期保険料（月額）   第 4期保険料（月額）
 ４, １００円    ４, １００円→

◆第4期介護保険料の主な改正について
①一人ひとりの負担能力に応じたものにするため、所得段階を次のとおり6区分から8区分に細分化されました。
みなさんの保険料については、前年所得が確定する 6月以降に通知いたします。

段階区分 対象となる方 計算方法 保険料（年額）

第１段階 ・生活保護受給者および老齢福祉年金受給者で、
本人および世帯全員が住民税非課税の方 基準額×0.5 ２４, ６００円

第２段階 ・本人および世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所
得および課税年金収入額の合計額が８０万円以下の方 基準額×0.5 ２４, ６００円

第３段階 ・本人および世帯全員が住民税非課税の方で、
第２段階に該当しない方 基準額×0.75 ３６, ９００円

第４段階
（新規）

・世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住
民税非課税の方で、前年の合計所得および課税年金収
入額の合計額が８０万円以下の方

基準額×0.85 ４１, ８００円

第５段階
〔基準段階〕

・世帯の誰かに住民税が課税されているが、
本人は住民税非課税の方で上記以外の方 基準額×1.0 ４９, ２００円

第６段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
２００万円未満の方 基準額×1.25 ６１, ５００円

第７段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
２００万円以上４００万円未満の方 基準額×1.5 ７３, ８００円

第８段階
（新規）

・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
４００万円以上の方 基準額×1.6 ７８, ７００円

②「介護給付費準備基金」および「介護従事者処遇改善臨時特例基金」の繰入により、介護保険料の上昇を抑
制します。

第１号被保険者の
保険料（20％）

第２号被保険者の
保険料（30％）

公費（50％）

介護保険の財源内訳

保険料収納必要額
1,097,256 千円

介護給付費準備基金
繰入額 50,250 千円

臨時特例基金
繰入額 14,542 千円

第1号被保険者の保険料内訳

←
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　□介護給付費準備基金
 過年度における保険料の剰余金を積み立てた基金です。
　□介護従事者処遇改善臨時特例基金
 平成 21 年度より介護報酬が引き上げられることに伴い、介護保険料が上昇することになります。その
　　　上昇を抑制するために国の財政措置として交付金が交付され、その交付金を積み立てた基金です。
◆保険料の納め方は2種類に分かれます
特別徴収の場合：老齢（退職）年金が年額 18 万円以上の方は、年金の定期払い（年６回）の際に、保険料が差
  し引かれます。
普通徴収の場合：老齢（退職）年金が年額 18 万円未満の方や年度途中に 65 歳になられた方、転入してこられ
  た方などは、個別に口座振替や納付書によって 8期（7 月～ 2月）に分けて納めていただきます。

（高齢福祉課　介護保険係）

葛城市の第 4期介護保険事業計画の概要
　市町村の介護保険事業計画は3年ごとに見直され、この3年間の計画が市町村の保険料算定の基礎となります。
　このたび、葛城市の第 3期（平成 18 年度～平成 20 年度）介護保険事業におけるサービス利用状況等をふまえ、
第4期（平成21年度～平成23年度）介護保険事業計画が見直されました。主な内容については次のとおりです。 

①介護保険被保険者数（65 歳以上の方）は増加傾向にあり、葛城市においても今後、超高齢社会を迎えること
が予測されます。
　また、要介護認定者数も高齢化が進むことにともない、認定者数も増加することが見込まれますが、新予防
給付等による重点的な介護予防を行うことで、高齢者の健康状態の維持・改善を図ります。

②次のグラフは、葛城市の要介護度別認定者数の推計です。 年代ごとの認定率により算出しています。高齢に
なるほど認定率が高くなっています。

→

人口と要介護認定者数の推移と将来推計

10,000
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30,000

40,000

500

1,000

1,500

00

( 人 ) ( 人 )

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

推計値→→
要介護度別認定者数の推移と将来推計
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④介護サービスの利用者数、利用量により算出された介護給付費の推計です。３年間で約５３億８, ８００万円
を見込んでいます。

千円

200,000千円

400,000千円

600,000千円

800,000千円

1,000,000千円

H21 H22 H23

介護給付費の推計

（高齢福祉課）

訪問介護

通所介護

福祉用具貸与

通所リハビリ

短期入所生活介護

訪問看護

短期入所療養介護
認知症対応型生活介護

主な居宅サービス別利用人数の推移と将来推計
(人 )

推計値→→
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1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

施設サービス別利用人数の推計と将来推計
(人 )

推計値→→
0

400

800

1,200

1,600

2,000

③居宅・施設サービス別
の利用者数についても、
年々増加しています。今
後も、サービス利用者数
や利用量の増加が見込ま
れ、介護給付費も増える
ことになります。
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　いつまでも健やかに、住みなれた地域で自立した生活ができるよう
に支援するのが地域包括支援センターの役割です。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
概
ね
85
歳
以
上
の
方
で
、

自
分
の
特
技
や
趣
味
を
生
き
が

い
に
暮
ら
さ
れ
て
い
る
方
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
社

会
貢
献
さ
れ
て
い
る
方
等
を
ご

紹
介
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
送
る
た
め
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

こんにちはこんにちは地域包括支援地域包括支援センターですセンターです

　

今
月
は
中
嶋
迪
子
さ
ん（
北

花
内
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
嶋
さ
ん
は
大
正
9
年
生
ま

れ
の
88
歳
、
若
い
頃
か
ら
編

物
が
好
き
で
よ
く
編
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
本
格
的
に

編
物
の
技
術
を
身
に
付
け
ら

れ
た
の
は
、
32
歳
の
時
、
大

阪
在
住
の
徳
久
君
子
氏
に
師

事
さ
れ
て
か
ら
で
す
。
そ
れ

か
ら
は
日
本
の
各
地
を
講
師

と
し
て
廻
ら
れ
、
技
術
を
高

め
て
い
か
れ
ま
し
た
。
昭
和

35
年
か
ら
63
年
ま
で
奈
良
県

公
認
校
「
洋
影
編
物
奈
良
学

院
」
を
自
宅
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
公
民
館
な
ど
で

編
物
を
指
導
さ
れ
て
の
ち
、

現
在
は
、
週
2
回
は
自
宅
で
、

週
1
回
は
「
い
き
い
き
セ
ン

タ
ー
」
で
編
物
教
室
を
開

い
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
デ
ザ
イ
ン
や
色
合
い
な

ど
を
工
夫
し
て
、
皆
さ
ん

が
見
て
『
私
も
編
ん
で
み

た
い
』
と
思
う
よ
う
な
作

品
を
、
皆
さ
ん
よ
り
一
足

先
に
作
っ
て
お
か
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
の
で
忙
し
い

で
す
。
私
は
独
り
で
や
っ

て
き
て
、
世
間
知
ら
ず
で

す
が
、
皆
さ
ん
が
良
く
し

て
く
だ
さ
る
の
で
、
嬉
し

《
元
気
高
齢
者
募
集
!!
》

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
概
ね
85
歳
以
上
の
方

で
、
自
分
の
特
技
や
趣
味
を
生
き
が
い
に
暮
ら
さ
れ
て
い

る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
社
会
貢
献
さ
れ
て
い

る
方
等
を
広
報
で
紹
介
し
、
い
き
い
き
輝
い
た
人
生
を
送

る
た
め
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

高齢者作品展高齢者作品展
　高齢者の生きがいと健康づくりを推進するため、高齢者作品展
を開催します。一人でも多くの皆さまから、出品をお待ちしてい
ます。
☆対 象 者：市内在住で満 60 歳以上の方
☆種　　別：日本画・洋画・書・工芸・手芸・写真の 6種目
☆出　　品：1 人 1 点
☆作品規格：特に無し
☆作品の提出期限：7 月 24 日（金）
☆作品の受付場所：高齢福祉課
☆展示場所：ゆうあいステーション 2階　
☆展示期間：7 月 31 日（金）～ 8月 5日（水）
　　　　　　　　　　　　午前 10 時～午後 4時　※ 8月 3日 ( 月 ) は休館日

第38回　奈良県高齢者美術展第38回　奈良県高齢者美術展
　第 38 回奈良県高齢者美術展が、奈良県文化会館において、8
月下旬に開催されます。
　この美術展への出品につきましては、サイズ等の規格が定めら
れていますので、出品を希望される方は、詳細を定めた出品規定
書をお渡しさせていただきます。
　申し込み期限は、6月 22 日（月）となっていますので、高齢
福祉課までお申し出ください。尚、美術展への出品数、出品料に
つきましては、1種目につき、1人 1点で、出品料は、1点 1,000
円となっています。 ◎詳しくは、高齢福祉課まで

く
思
っ
て
い
ま
す
。
普
段
心

が
け
て
い
る
こ
と
は
、
健
康

に
注
意
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
人
と
の
お
付
き

合
い
に
お
い
て
、
相
手
の
方

に
、
な
る
べ
く
い
や
な
感
じ

を
与
え
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
て
い
ま
す
。」

そ
の
お
言
葉
通
り
に
、
い
つ

も
笑
顔
で
真
っ
直
ぐ
話
し
相

手
の
目
を
見
て
話
さ
れ
る
中

嶋
さ
ん
で
す
。
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”子育て支援センター”においでよ！
はじめまして友だちになろう!!

　5月から 3歳児の教室（キンダーランド）・年齢別つどい（わんぱくルーム・ひよこルーム）が始まり、同い
年の子どもが集まりました。おうちの人も子どもたちも初めて顔合わせをする人も多く、やや緊張しながらも
お互いに声をかける姿も見られました。1年間、児童館や子育て支援センターでお互いの子育てを交流しながら、
つながりを深めてほしいと思います。

◎詳しくは、
　葛城市子育て支援センター（新庄健康福祉センター内）
 ☎（69）5241　ＦＡＸ（69）5301　まで

お話を楽しむ日  午前 10 時 30 分から
6月　8日（月）當麻児童館
6月 10 日（水）磐城児童館・子育て支援センター
7月　8日（水）子育て支援センター
7月 13 日（月）磐城児童館

童謡を楽しむ日 午前 10 時から
6月　1日（月）磐城児童館
7月　6日（月）當麻児童館

※つどいの広場・年齢別つどいは、子育て支援セン
ター、當麻・磐城児童館で行っています。

つどいの広場 キンダーランド
わんぱくルーム ひよこルーム

6月～7月の予定
月 火 水 木 金 土 日

6
月

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

7
月

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 ⑱ 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

　子育て支援センターでは、未就園児親子を対象
に支援を行っていますが、子育ては地域ぐるみの
支援も必要です。地域のおじいちゃん・おばあちゃ
ん、子育てを終えた先輩の方々もどうぞ子育て支
援センターや児童館にお越しいただき、子育て中
のお母さん方にアドバイスをお願いします。

＜お知らせ＞
　・7月 18 日（土）にお楽しみ土曜日（なつまつり）
　　を開催します。
　・7月 22・23・27・29・30 日のつどいの広場で“中
　　学生とのふれあい交流”を予定しています。
　　（8月にも 4回の予定）

※市内在住の未就園のみなさん、是非子育て支援セ
ンターや児童館に遊びに来てください。

キンダーランドのようす わんぱく・ひよこルームのようす

☆生活リズムをつけましょう
　・毎朝、決まった時間に
　　起きましょう。
　・１日 3 回決まった時間
　　に食事をしましょう。
　・主食・主菜・副菜のバ
　　ランスのとれた食事をしましょう。
　・太陽を浴びながら、体を動かすあそびを経験
　　させましょう。
　・毎晩、決まった時間に寝ましょう。

　毎日同じことを繰り返す生活のリズムを小さい
うちからつけてやることで、子どもたちは安心して
生活を送ることができ、生きる力の基礎も培います。
まず、大人が子どもと一緒にやってみましょう。

☆乳幼児のための食中毒予防
　じめじめした梅雨期に入ります。食中毒予防の
ためにも手洗いを励行しましょう。
　目には見えなくても、手指にはた
くさんの細菌がついています。手指
についた細菌を落とすため、石鹸で
ていねいに洗うことが必要です。（消
毒液を使うとより効果的です。）
　おうちの方もお子さんも、手を洗
う習慣を身につけましょう。
例えば
　調理する前・調理中・食事する前・ペットを触っ
た後・トイレの後・おむつかえの後
　このような時には必ず手を洗いましょう。

子育て情報コーナー

子育てワンポイントアドバイス
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氏　名 指導分野
1 小泉　聡子 英会話
2 阪本　上子 歌謡（カラオケ）
3 上田かつみ ピアノ
4 谷口　美紀 アロマセラピー
5 増井　和代 大正琴
6 角尾　英代 ポーセラーツ（手芸）
7 岩下　洋一 森林インストラクター・自然観察会
8 村上　梅香 生花
9 木田　尚正 バスケットボール（中学）
10 筒井　壽子 新舞踊と盆踊り
11 木田　尚斗 バスケットボール・トレーニング
12 児島　章子 シルバーアクセサリー
13 飯田　俊昭 囲碁
14 高田　潤一 囲碁
15 森本　眞司 囲碁
16 吉村　正好 囲碁
17 渡本　詔司 囲碁
18 平松　泰郎 インド、中国思想哲学
19 森岡　久幸 囲碁
20 堀脇　純子 園芸
21 生野　悦子 園芸
22 木村　匡子 農産加工
23 川﨑　洋子 アロマテラピー
24 榊　　芳弘 バレーボール（小・中学生）
25 原田　幹雄 囲碁
26 福本　育子 囲碁

氏　名 指導分野
27 佐藤　良介 囲碁
28 弓場　定雄 学校安全支援
29 楠　　千幸 学校教育支援
30 實盛かをる ソフトテニス
31 田畑　滋久 面白理科実験・インターネット
32 井森　明美 演劇指導
33 辻口　勝儀 囲碁
34 佐野勇次郎 囲碁
35 黒木　勉 囲碁
36 吉村和千代 料理
37 城下　彦弥 ソフトテニス（中学生）
38 多田　正明 ソフトテニス（中学生）
39 白石　栄一 ソフトテニス（中学生）
40 東元　明則 バスケットボール（中学生）
41 吉村　雅子 手芸・パッチワーク・キルト・編み物
42 西本　房乃 介護
43 小島　和彦 パソコン（ＨＰ作成）
44 竹本　みね 歌唱（カラオケ）
45 鷲見恵美子 琴（生田流）
46 金森　静子 四柱推命学・方位学
47 瓦野　陽子 花全般（ﾌﾗﾝｽ　ｽﾀｲﾙ）
48 島田　好昭 理科
49 實盛　章 ソフトテニス
50 牧寺　敬久 竹細工（竹を使って昆虫づくり）
51 仲川　広志 料理（食育）

　市内・在住在勤の方で豊かな知識・経験・技能などを持っておられるみなさんに、ボランティア活動として
学校教育や社会教育のお手伝いをいただく、平成 21 年度の生涯学習人材バンク「まちの達人さん」が次のとお
り登録をされていますのでお知らせします。
　市内で自主的に活動されている団体・グループ・サークルなどで講師を探しておられる場合などに、この人
材バンクをご利用ください。

（順不同・敬称略）

◎詳しくは、生涯学習課まで

「まちの「まちの達人達人さん」さん」紹介紹介！　― ！　― 生涯学習人材生涯学習人材バンク ―バンク ―

歴 史 博 物 館 ガ イ ド歴 史 博 物 館 ガ イ ド
【公開講座】【公開講座】
『葛城学へのいざない』（第3回）『葛城学へのいざない』（第3回）
　「葛城地域における古墳出現期の土器」　「葛城地域における古墳出現期の土器」
　　　　日　時日　時 ‥‥6月13日（土）午後2時～6月13日（土）午後2時～
　　　　講　師講　師 ‥‥青木　勘時 氏（天理市教育委員会）青木　勘時 氏（天理市教育委員会）
　　　　会　場会　場 ‥‥歴史博物館 2階「あかねホール」歴史博物館 2階「あかねホール」
　　　　定　員定　員 ‥‥100 名程度100 名程度
　　　　申　込申　込 ‥‥電話または、直接窓口にて受付電話または、直接窓口にて受付
【展示会】【展示会】
春季企画展春季企画展
『石光寺 ―ありし塔をもとめて―』『石光寺 ―ありし塔をもとめて―』
　葛城市染野にある石光寺旧境内地での発掘調査で出土し　葛城市染野にある石光寺旧境内地での発掘調査で出土し
た考古資料等を展示し、その調査成果を紹介いたします。た考古資料等を展示し、その調査成果を紹介いたします。
　　　　会　期会　期 ‥‥5 月 2 日（土）～ 6月 21 日（日）5月 2日（土）～ 6月 21 日（日）
　　　　入館料入館料 ‥‥通常の入館料が必要です。通常の入館料が必要です。

◎◎詳しくは、詳しくは、歴史博物館歴史博物館 ☎（64）1414 まで ☎（64）1414 まで
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（
敬
称
略
）

■■  
軟
式
野
球

軟
式
野
球

優　

勝　

Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ｓ

準
優
勝　

東
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

第
３
位　

モ
ッ
チ
ー
ズ

第
３
位　

Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｎ

■■  

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優　

勝　

當
麻
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

新
庄
ス
タ
ー

第
３
位　

尺
土
ク
ラ
ブ

第
３
位　

シ
ャ
ー
プ
葛
城

■■  

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優　

勝　

セ
ブ
ン
ア
ッ
プ

準
優
勝　

当
麻
ひ
ま
わ
り

第
３
位　

新
庄
ク
ラ
ブ

第
３
位　

白
鳳
ク
ラ
ブ

■■  

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

●
男
子

優　

勝　

白
鳳
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

キ
ン
グ
ス
Ａ

第
３
位　

Ｌ
ａ
ｙ
ｍ
ａ
ｎ
ｓ

第
３
位　

ニ
ュ
ー
ベ
ア
ー
ズ

●
女
子

優　

勝　

新
庄
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

白
鳳
中
学
校

第
３
位　

ク
ラ
イ
ミ
ー
ズ

■■  

テ
ニ
ス

テ
ニ
ス

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

中　
　

公
宏
（
疋
田
）

　
　
　
　

吉
村　

祐
哉
（
新
庄
）

準
優
勝　

市
川　

雄
治
（
中
戸
）

　
　
　
　

堀
田　

晋
也
（
疋
田
）

第
３
位　

秋
井　

一
輝
（
南
今
市
）

　
　
　
　

西
川　

竜
矢
（
太
田
）

第
３
位　

尾
崎　

健
二
（
北
花
内
）

　
　
　
　

本
井　

孝
純
（
疋
田
）

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

西
川
登
志
恵
（
寺
口
）

　
　
　
　

池
田　

博
子
（
竹
内
）

準
優
勝　

大
垣
希
容
子
（
尺
土
）

　
　
　
　

鞠
山　

和
枝
（
長
尾
）

第
３
位　

西
川　

雅
子
（
北
花
内
）

　
　
　
　

竹
橋　

直
美
（
葛
木
）

第
３
位　

足
高　

明
子
（
中
戸
）

　
　
　
　

真
鍋　

美
恵
（
中
戸
）

●
混
合
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

市
川　

雄
治
（
中
戸
）

　
　
　
　

西
川　

雅
子
（
北
花
内
）

準
優
勝　

大
垣　

繁
和
（
尺
土
）

　
　
　
　

大
垣
希
容
子
（
尺
土
）

第
３
位　

堀
田　

晋
也
（
疋
田
）

　
　
　
　

堀
田　

明
美
（
疋
田
）

第
３
位　

高
橋　

雅
宏
（
新
庄
）

　
　
　
　

酒
井　

克
子
（
疋
田
）

●
男
子
一
般
シ
ン
グ
ル
ス

優　

勝　

吉
村　

祐
哉
（
新
庄
）

準
優
勝　

森
島　

慎
一
（
薑
）

第
３
位　

吉
村　

祐
馬
（
新
庄
）

第
３
位　

市
川　

雄
治
（
中
戸
）

●
男
子
壮
年
シ
ン
グ
ル
ス

優　

勝　

市
川　

雄
治
（
中
戸
）

準
優
勝　

高
橋　

雅
宏
（
新
庄
）

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優　

勝　

堀
田　

明
美
（
疋
田
）

準
優
勝　

大
垣
希
容
子
（
尺
土
）

■■  

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

●
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

藤
岡　

淳　
（
橿
原
）

　
　
　
　

喜
多　

聡　
（
疋
田
）

準
優
勝　

生
野　

恵
章
（
北
花
内
）

　
　
　
　

山
本　

勉　
（
柿
本
）

第
３
位　

竹
内　

晃
也
（
北
道
穂
）

　
　
　
　

石
井　

基
博
（
北
花
内
）

第
３
位　

北
原　

勝
正
（
林
堂
）

　
　
　
　

増
田　

敬
男
（
疋
田
）

●
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

小
柴
佐
知
子
（
北
道
穂
）

　
　
　
　

浦
島　

美
空
（
疋
田
）

準
優
勝　

城
下
和
賀
子
（
疋
田
）

　
　
　
　

松
尾　

妙
子
（
西
室
）

第
３
位　

神
坂　

由
枝
（
疋
田
）

　
　
　
　

西
本　

和
子
（
大
屋
）

第
３
位　

鎌
田　

悠
子
（
林
堂
）

　
　
　
　

武
藤　

久
代
（
南
花
内
）

●
中
学
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

中
原　

健
徳
（
林
堂
）

　
　
　
　

土
浦　

主
税
（
北
花
内
）

準
優
勝　

中
村　

晃
士
（
笛
堂
）

　
　
　
　

前
川　

亮
介
（
北
花
内
）

第
３
位　

南
島　

晃　
（
北
花
内
）

　
　
　
　

竹
内　

康
盛
（
北
道
穂
）

第
３
位　

仲
嶋　

達
也
（
寺
口
）

　
　
　
　

金
井　

匠　
（
笛
堂
）

●
中
学
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

西
村
ま
り
や
（
今
在
家
）

　
　
　
　

藤
山
み
や
こ
（
長
尾
）

準
優
勝　

鎌
田　

美
咲
（
當
麻
）

　
　
　
　

巽　
　

紋
葉
（
加
守
）

第
３
位　

笹
野　

真
央
（
林
堂
）

　
　
　
　

市
川
こ
こ
ろ
（
北
花
内
）

第
３
位　

高
木　

真
輝
（
竹
内
）

　
　
　
　

上
平
恵
理
子
（
長
尾
）

■■  
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

優　

勝　

石
井　

孟　
（
疋
田
）

準
優
勝　

板
木　

哲
男
（
北
花
内
）

第
３
位　

土
橋　

康
子
（
竹
内
）

■■  

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

優　

勝　

蔵
内　

隆　
（
西
辻
）

　
　
　
　

中
谷　

嘉
行
（
兵
家
）

　
　
　
　

奥
野　

保
巳
（
疋
田
）

　
　
　
　

増
田　

和
子
（
尺
土
）

　
　
　
　

足
高
シ
ゲ
ノ
（
中
戸
）

準
優
勝　

辻
井　

勝　
（
北
道
穂
）

　
　
　
　

林　
　

弘　
（
竹
内
）

　
　
　
　

吉
村　

弘
子
（
南
今
市
）

　
　
　
　

杉
野　

茂
介
（
兵
家
）

　
　
　
　

森
本　

幸
代
（
疋
田
）

春
季
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果
（
4
月
12
日
〜
19
日
）

第
３
位　

勝
浦　

光
彦
（
尺
土
）

　
　
　
　

高
橋　

幸
子
（
加
守
）

　
　
　
　

本
田
千
恵
子
（
兵
家
）

　
　
　
　

桜
井
サ
カ
エ
（
林
堂
）

　
　
　
　

山
本　

教
嗣
（
新
在
家
）

■■  

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部

優　

勝　

宮
城　

陽
一
（
疋
田
）

　
　
　
　

高
谷　

誠　
（
加
守
）

準
優
勝　

宇
野　

慎
一
（
尺
土
）

　
　
　
　

横
山　

慎
也
（
八
川
）

第
３
位　

佐
藤　

信
次
（
北
花
内
）

　
　
　
　

田
中　

泰
弘
（
忍
海
）

第
３
位　

巽　
　

啓　
（
北
花
内
）

　
　
　
　

保
積　

完
聡
（
疋
田
）

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス
1
部

優　

勝　

吉
田　

夢　
（
當
麻
）

　
　
　
　

宮
内　

麻
伊
（
長
尾
）

準
優
勝　

明
石　

理
佐
（
加
守
）

　
　
　
　

中
嶋　

恵
子
（
勝
根
）

第
３
位　

藤
田
由
美
子
（
北
花
内
）

　
　
　
　

小
林
美
貴
子
（
新
庄
）

第
３
位　

坂
井　

鈴
子
（
竹
内
）

　
　
　
　

佐
藤
は
る
み
（
北
花
内
）

●
混
合
ダ
ブ
ル
ス
1
部

優　

勝　

和
田　

多
持
（
中
戸
）

　
　
　
　

堀
川　

純
世
（
北
道
穂
）

準
優
勝　

高
谷　

誠　
（
加
守
）

　
　
　
　

明
石　

理
佐
（
加
守
）

第
３
位　

保
積　

完
聡
（
疋
田
）

　
　
　
　

保
積
香
穂
里
（
疋
田
）

第
３
位　

宇
野　

慎
一
（
尺
土
）

　
　
　
　

金
沢　

正
子
（
北
花
内
）

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス
2
部

優　

勝　

上
田　

泰
夫
（
加
守
）

　
　
　
　

會　
　

友
吾
（
長
尾
）

準
優
勝　

小
西　

正
美
（
西
室
）

　
　
　
　

赤
木　

基
延
（
疋
田
）

第
３
位　

宮
崎　

将　
（
疋
田
）

　
　
　
　

浦
野　

文
男
（
笛
堂
）

第
３
位　

村
上　

雅
恵
（
南
道
穂
）

　
　
　
　

井
村　

彩
香
（
葛
木
）

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス
2
部

優　

勝　

貝
崎　

啓
子
（
疋
田
）

　
　
　
　

小
西　

早
苗
（
西
室
）

準
優
勝　

落
合　

知
子
（
長
尾
）

　
　
　
　

藤
川
奈
津
美
（
尺
土
）

第
３
位　

中
野
と
き
子
（
疋
田
）

　
　
　
　

長
屋　

和
子
（
尺
土
）

第
３
位　

仲
川　

純
子
（
南
今
市
）

　
　
　
　

原　
　

誉　
（
疋
田
）

●
混
合
ダ
ブ
ル
ス
2
部

優　

勝　

小
西　

正
美
（
西
室
）

　
　
　
　

小
西　

早
苗
（
西
室
）

準
優
勝　

上
田　

泰
夫
（
加
守
）

　
　
　
　

藤
川
奈
津
美
（
尺
土
）

第
３
位　

小
西　

和
子
（
西
室
）

　
　
　
　

和
田　

奈
由
（
竹
内
）

第
３
位　

浦
野　

文
男
（
笛
堂
）

　
　
　
　

仲
川　

純
子
（
南
今
市
）

●
中
学
生
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

川
本　

未
歩
（
加
守
）

　
　
　
　

吉
田　

鈴　
（
當
麻
）

準
優
勝　

川
本　

麻
衣
（
加
守
）

　
　
　
　

田
中　

楓　
（
八
川
）

第
３
位　

中
川　

奈
美
（
當
麻
）

　
　
　
　

和
田　

奈
由
（
竹
内
）

第
３
位　

岡　
　

鈴
香
（
加
守
）

　
　
　
　

桝
井
友
加
里
（
加
守
）

●
小
学
生
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

横
山
恵
里
香
（
八
川
）

　
　
　
　

神
山　

青
生
（
今
在
家
）

準
優
勝　

森
村　

誠
斗
（
長
尾
）

　
　
　
　

和
田　

毬
代
（
竹
内
）

第
３
位　

中
靍　

茜　
（
木
戸
）

　
　
　
　

小
林　

栞
菜
（
長
尾
）

第
３
位　

吉
川　

慶
祐
（
長
尾
）

　
　
　
　

宇
野　

元
貴
（
長
尾
）

（
体
育
振
興
課
）
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健康増進課／新庄健康福祉センター
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インフォメーションインフォメーション

毎年 6月 4日から 10日は「歯の衛生週間」です

み
な
さ
ん
は
普
段
、
ご
自
身
の
歯
の
健
康
の
こ
と
を

考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

一
生
涯
、
自

分
の
歯
で
食
事

を
す
る
こ
と
は
、

「
食
べ
る
よ
ろ
こ

び
」
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
健
康
で
豊

か
な
人
生
を
過
ご
す
上
で
の
重
要

な
要
素
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　

葛
城
市
で
は
、
健
康
な
ま
ち
づ

く
り
計
画
「
き
ら
り
葛
城
21
」
に

お
い
て
、
歯
み
が
き
習
慣
の
普
及
、

乳
幼
児
か
ら
の
歯
の
健
康
づ
く
り

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
成
果
と
し
て
、
各
年
齢
で
実
施

し
て
い
る
健
康
診
査
で
の
む
し
歯

有
病
率
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
と

言
え
ま
す
（
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

ま
た
、
今
年
度
は
市
内
の
幼
稚

園
等
に
お
い
て
、
歯
み
が
き
指
導

教
室
を
行
い
ま
す
。
紙
芝
居
を
通

じ
て
む
し
歯
の
恐
さ
を
知
り
、
歯

科
衛
生
士
の
指
導
の
下
、
実
際
に

歯
み
が
き
を
行
い
ま
す
。
幼
少
の

頃
か
ら
、
歯
み
が
き
の
大
切
さ
、

正
し
い
歯
み
が
き
の
方
法
を
知
る

こ
と
は
、
そ
の
後
の
歯
の
健
康
づ

く
り
に
重
要
で
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
家
族
み
ん
な

で
歯
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
、
正

し
い
歯
み
が
き
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
、
各
健
康

保
険
に
お
い
て
、
40
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
被
保
険
者
を
対
象
に
特
定

健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
の
実
施
方
法

は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
加
入

さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
組
合
等
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

葛
城
市
で
は
、
葛
城
市
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
を

対
象
に
特
定
健
康
診
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
受
診
資
格
を
有
す
る

方
に
は
、
5
月
中
に
受
診
券
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
指
定
実

施
機
関
ま
た
は
葛
城
市
の
実
施
す

る
集
団
健
康
診
査
に
て
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
市
内
の
指
定
実
施
機
関

お
よ
び
葛
城
市
の
実
施
す
る
集
団

健
康
診
査
に
お
い
て
は
、
13
項
目

の
追
加
血
液
検
査
を
同
時
実
施
し

て
い
ま
す
。
受
診
券
に
記
載
の
有

効
期
限
内
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
に
も
、
受
診
券
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
特
定
健
康
診
査

と
同
様
に
、
県
内
の
指
定
実
施
機

関
ま
た
は
葛
城
市
の
実
施
す
る
集

団
健
康
診
査
に
て
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
管

理
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
健
康
増
進

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　新型インフルエンザ
は、従来のインフルエンザ予防と同じ
方法で予防が可能です。「手洗い」「う
がい」を実行することが予防に効果的
です。また、無用な外出を控え、他人
との接触を控えることも有効です。ま
た、せきやくしゃみが出るときは、他
人への感染を防ぐためマスクを着用
しましょう。
　奈良県では、新型インフルエンザに
関する相談窓口「発熱相談センター」
を開設しています。発熱やせき等のイ
ンフルエンザのような症状がみられ
る場合、お近くの医療機関にご相談や
受診される前に必ず、発熱相談セン
ター ☎ 0742（27）8658へご相談
ください。（※ 5月 19 日現在、24 時間
対応。なお、相談時間等については、状
況により変更される場合があります。）

※新型インフルエンザに関する情報
は、奈良県ホームページまたは厚生労
働省ホームページをご参照ください。

　奈良県ホームページ
　　http://www.pref.nara.jp/

dd_aspx_menuid-9879.htm
　厚生労働省ホームページ
　　http://www.mhlw.go.jp/

新型イン
フルエン

ザの予防
は

従来のイ
ンフルエ

ンザ予防
と

同じです
。

葛城市むし歯有病率％

44.4

34.3 34.9
29.5 32.0

10.6 10.9 10.7 9.3 8.0

0.6 2.7 3.1 2.0 2.2 1 歳 6か月児

2歳 6か月児

3歳 6か月児
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▽▼ 119119 コーナーコーナー▲△
　　平成 21 年 4月中 火災… 1件　救急… 109 件　救助… 0 件
　　平成 21 年の累計　　火災… 2 件　救急… 417 件　救助… 4 件

危
険
物
安
全
週
間

 
 

６
月
７
日
〜
13
日

安
全
は
意
識
と
知
識
と
心
掛
け

　
（
全
国
統
一
標
語
）

　

私
達
の
社
会
に
は
、

生
活
を
豊
か
に
す
る
ガ

ソ
リ
ン
、灯
油
等
の
「
危

険
物
」
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
燃
料
と
し
て
使
う

ほ
か
塗
料
や
化
粧
品
等

さ
ま
ざ
ま
な
化
学
製
品

の
原
料
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
危
険
物
を

取
り
扱
う
場
合
、
そ
の

危
険
性
を
よ
く
知
り
、
正
し
い
取
り
扱
い
方
を
身
に
つ

け
、
火
災
な
ど
の
災
害
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
、
次
の
事

項
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

☆ 

危
険
物
の
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

●
ガ
ソ
リ
ン
を
ポ
リ
容
器
で
保
管
す
る
こ
と
は
、
法
律
で

　

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
保
管
場
所
は
直
射
日
光
を
避
け
、
高
温
、
火
気
を
使

　

う
場
所
で
の
保
管
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
必
要
以
上
に
買
い
だ
め
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ス
プ
レ
ー
缶
等
の
容
器
に
表
示
さ
れ
て
い
る
注
意
事

　

項
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

●
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
給
油
す
る
と
き
は
、
エ
ン
ジ

　

ン
を
停
め
ま
し
ょ
う
。

（
消
防
署
）

不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を
!!

　

来
日
外
国
人
が

　
　

○
不
法
入
国

　
　

○
不
法
残
留

　
　

○
許
可
さ
れ
て
い
な
い
在
留
資
格

　

で
働
く
、
い
わ
ゆ
る
「
不
法
就
労
」
が
犯
罪

の
温
床
に
よ
り
、
そ
の
発
生
を
助
長
す
る
な
ど

日
本
の
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

背
景
に
は

　
　

●
不
法
就
労
を
斡
旋
す
る
ブ
ロ
ー
カ
ー

　
　

●
悪
質
な
事
業
者
の
存
在

　

な
ど
が
あ
り
、「
外
国
人
労
働
者
の
保
護
」「
良

好
な
国
際
交
流
」
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

　

外
国
人
の
雇
用
は
、

　
　
『
旅
券
』
と
『
外
国
人
登
録
証
明
書
』
で

　
　
「
在
留
資
格
・
期
限
」
の
事
前
確
認
を
！

　

仮
に
在
留
資
格
の
切
れ
て
い
る
外
国
人
や
、

働
く
許
可
の
な
い
在
留
資
格
の
外
国
人
な
ど
を

雇
え
ば
、「
そ
の
雇
用
事
業
主
も
刑
事
罰
」
を

受
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

外
国
人
の
雇
用
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、高

田
警
察
署　

☎
（
22
）
0
1
1
0
ま
で

つ
け
ま
し
た
か 

？ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
!

　

消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
全

国
一
律
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
等
の
取
り
付
け
が
義
務
付

け
さ
れ
て
、
設
置
完
了
期
限

（
葛
城
市
の
既
存
住
宅
は
平

成
21
年
5
月
31
日
ま
で
）
が

終
了
し
ま
し
た
。

　

設
置
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
消
防
法
お
よ
び
葛
城

市
火
災
予
防
条
例
違
反
と
な
り
ま
す
。
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

火
災
か
ら
大
切
な
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
火
災
を
い

ち
早
く
知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
置
後
ま
た
は
既
に
設
置
さ
れ
届
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

必
ず
住
宅
用
防
災
機
器
設
置
届
出
書
を
消
防
署
予
防
課
ま
で
届

出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
用
紙
は
、
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

　

設
置
場
所
や
取
り
付
け
方
に
つ
い
て
は
、「
広
報
か
つ
ら
ぎ
」

5
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
額
な
料
金
や
設
置
手
数
料
を
請
求
し
た
り
、
暴
力
的
な
言

動
で
の
販
売
や
消
防
署
か
ら
の
指
導
を
装
っ
た
り
す
る
な
ど
の

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
中
戸
4
7
5
番
地

消
防
署
予
防
課　

☎
（
69
）
7
1
7
1
ま
で
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   毎月11日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

人権人権人権
　

6
月
1
日
は
，
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
と
き
、
何
よ
り
も
ま
ず
国
民
の
基
本

的
人
権
の
擁
護
と
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
が
強
く
求
め
ら
れ
、
基
本
的
人

権
の
尊
重
を
基
調
と
し
た
日
本
国
憲
法

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
、
昭
和
23

年
に
ま
ず
政
令
に
基
づ
い
て
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、
翌
24
年
6
月

1
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の

中
に
あ
っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁

護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁
護
委
員
制

度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
わ
が
国
に
お
け
る
人
権
問
題

の
状
況
を
見
て
み
ま
す
と
、
児
童
、
高

齢
者
お
よ
び
障
害
者
な
ど
の
社
会
的
弱

者
に
対
す
る
陰
湿
な
い
じ
め
・
虐
待
な

ど
の
事
件
は
、
年
々
深
刻
化
す
る
傾
向

が
顕
著
で
あ
り
、
そ
の
上
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
携
帯
電
話
等
の
通
信
手
段
の
急
速

な
普
及
・
発
展
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
通

信
手
段
を
悪
用
し
た
名
誉
毀
損
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
、
人
権
問
題
は

多
様
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る
21
世
紀

に
入
っ
て
既
に
10
年
近
く
が
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
法
務
省
の
人
権
擁
護

機
関
に
お
い
て
は
、
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
の
た
め
人
権
擁
護
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
い
ま
だ
、
物
質
的
な
豊
か
さ
の
み

を
追
い
求
め
、
心
の
豊
か
さ
が
大
切
に

さ
れ
な
い
風
潮
、
あ
る
い
は
、
他
人
へ

の
思
い
や
り
の
心
が
薄
れ
、
自
己
の
権

利
の
み
を
主
張
す
る
傾
向
が
見
受
け
ら

れ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
様
々
な
人
権

侵
害
を
発
生
さ
せ
る
大
き
な
要
因
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
人
権
政
策
課
）

人権擁護委員制度を知っていますか？

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

〜 

考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心 

〜

　

そ
こ
で
、
本
年
度
の
啓
発
活
動
重
点

目
標
を
標
記
の
と
お
り
定
め
、
21
世
紀

が
「
人
権
の
世
紀
」
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
思
い
起
こ
し
、
国
民
の
一
人
ひ
と

り
が
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
正
し
く
認
識
し
、
こ
れ
を
前
提
と
し

て
他
人
の
人
権
に
も
十
分
配
慮
し
た
行

動
が
と
れ
る
よ
う
、
相
手
の
気
持
ち
を

考
え
、
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
一

人
ひ
と
り
の
心
に
訴
え
て
、
す
べ
て
の

人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
相
互
に
共

存
し
得
る
平
和
で
豊
か
な
社
会
の
実
現

に
向
け
た
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送

る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自

分
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お
互

い
に
人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る

い
社
会
を
作
る
こ
と
が
、
わ
た
し
た
ち

の
願
い
で
す
。
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

文化会館ニュース文化会館ニュース 新庄文化会館　☎（69）4600
當麻文化会館　☎（48）5000

★　お知らせ　★

★　催し物のご案内　（6月 1日～ 6月 30日）　★

月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先

6 月  7 日（日） ㈱末吉楽器店
ｼﾞｭﾆｱ ｴﾚｸﾄｰﾝ ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 無　料 13:30 ～ ㈱末吉楽器店 0745-22-5511

6 月 14 日（日） 葛城市公式マスコットキャラクター
愛称発表会 無　料 10:00 ～ 葛城市 0745-48-2811

【商工観光課】

6月 21 日（日） 當麻文化会館　映画鑑賞会 整理券 14:00 ～ 葛城市當麻文化会館 0745-48-5000
【當麻文化会館】

新庄文化会館（マルベリーホール）

當麻文化会館（ホール）

月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先

6 月 14 日（日） ヤマハ音楽教室発表会 無　料 9:30 ～
16:00 桜井誠文堂 0747-23-1313

6 月 29 日（月） 葛城市寿連合会　福祉大会 関係者 13:00 ～
16:00 葛城市寿連合会 0745-48-2811

【高齢福祉課】

＊都合により一部催し物が変更になる場合がありますので、ご了承ください。
＊準備､ リハーサル等での使用に関しては本表に記載しておりません。
＊詳細については主催者にお問い合わせください。

6 月 7月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

新庄文化会館 11 22 33 44 55 66 77 88 99 1010 1111 1212 1313 1414 1515 1616 1717 1818 1919 2020 2121 2222 2323 2424 2525 2626 2727 2828 2929 3030 11 22 33 44 55

當麻文化開館 11 22 33 44 55 66 77 88 99 1010 1111 1212 1313 1414 1515 1616 1717 1818 1919 2020 2121 2222 2323 2424 2525 2626 2727 2828 2929 3030 11 22 33 44 55

は休館日

日　時：6月 21日（日）午後 2時～
場　所：當麻文化会館　ホール
主　催：葛城市當麻文化会館
＊当日の午後 1時から入場整理券を配布します。
（ホール定員 500席）

入場無料
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

図書館だより図書館だより 新庄図書館　☎（69）4646
當麻図書館　☎（48）6000

催
し
も
の
ご
案
内

映
画
会
の
お
知
ら
せ　

　

日
時
：
6
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

場
所
：
新
庄
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

 

『
あ
ら
し
の
よ
る
に 

2
』

き
む
ら
ゆ
う
い
ち 

作

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ 

★
當
麻
図
書
館

　

日
時
：
6
月
7
日
（
日
）午

後
1
時
30
分
〜

　

場
所
：
當
麻
図
書
館
2
階お

は
な
し
の
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
く
ま
さ
ん
お
で
か
け

　

お　

話
…
し
お
ち
ゃ
ん
と
こ
し
ょ
う
ち
ゃ
ん

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
あ
め
ふ
り

　

お　

話
…
は
っ
せ
ん
さ
ん
と
雷

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま

せ
ん
。
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

6 月 7月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

新庄図書館 11 22 33 44 55 66 77 88 99 1010 1111 1212 1313 1414 1515 1616 1717 1818 1919 2020 2121 2222 2323 2424 2525 2626 2727 2828 2929 3030 11 22 33 44 55

當麻図書館 11 22 33 44 55 66 77 88 99 1010 1111 1212 1313 1414 1515 1616 1717 1818 1919 2020 2121 2222 2323 2424 2525 2626 2727 2828 2929 3030 11 22 33 44 55

は休館日
は整理休館日

新
庄
図
書
館
か
ら

特
別
整
理
休
館
の
お
知
ら
せ

　

新
庄
図
書
館
で
は
、6
月
18
日
（
木
）

〜
29
日
（
月
）
の
期
間
、
特
別
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
。
な
お
、
長
期

休
館
に
と
も
な
い
5
月
30
日
（
土
）

〜
6
月
17
日
（
水
）
は
特
別
貸
出
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
出
冊
数
は
お
1
人
10
冊
ま
で
、
返

却
期
日
は
7
月
4
日
（
土
）
で
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

① 人生は四十代からの勉強で決まる  鷲田小彌太  ●新庄図書館  一般
② 遠い椿     澤田ふじ子  ●新庄・當麻図書館 一般
③ 金子みすヾ母の心子の心   詩と詩論研究会  ●當麻図書館  一般
④ ムスタファの村    森住卓   ●當麻図書館  児童
⑤ 晴れた朝それとも雨の夜   泉啓子   ●新庄・當麻図書館 児童
⑥ ぺにろいやるのおにたいじ   山中春雄  ●新庄図書館  児童

★　新着図書のご案内　★
新着図書は、ほかにもいろいろあります。
紙面に限りがありご紹介できませんが、ご来館の上、ぜひ
ご覧ください。また、ホームページでもご覧いただけます。

⑥⑤④③②①

あ
な
た
の
キ
モ
チ
を
短
歌
に
し
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
キ
モ
チ
を
短
歌
に
し
ま
せ
ん
か

〜
第
十
三
回
葛
城
歌
壇
短
歌
募
集
〜

　

葛
城
市
は
、
万
葉
歌
人
柿
本
人
麻
呂
の
生
地
で
あ
り
、

日
本
芸
術
院
会
員
前
川
佐
美
雄
の
出
身
地
と
し
て
短
歌

に
は
縁
の
深
い
土
地
で
す
。
こ
の
二
人
の
偉
大
な
歌
人

を
記
念
し
て
葛
城
市
の
生
涯
学
習
の
拠
点
づ
く
り
と
、

短
歌
の
ふ
る
さ
と
「
葛
城
」
を
目
指
し
短
歌
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

応
募
方
法
：
一
人
二
首
以
内
（
自
作
未
発
表
作
品
、
応

　

募
作
品
の
著
作
権
は
新
庄
図
書
館
に
帰
属
す
る
）

　

応
募
用
紙
ま
た
は
原
稿
用
紙
に
、作
品
、住
所
、名
前
、

　

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
（
漢
字
に
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
）

出
詠
料
：
葛
城
市
内
在
住
者
（

子
ど
も
・
大
人
）

は
無
料

応
募
締
切
：
8
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発
表
会
：
11
月
15
日
（

日
）

歴
史
博
物
館
あ
か
ね
ホ
ー
ル

　

賞　

：
柿
本
人
麻
呂
賞
・
前
川
佐
美
雄
賞　

ほ
か　

選　

者
：
英
保　

志
郎 

氏
・
鏑
木　

正
雄 

氏
・

　
　
　
　

筒
井　

早
苗 

氏
・
松
岡　

裕
子 

氏

応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ:

新
庄
図
書
館

図
書
館
連
続
講
座

図
書
館
連
続
講
座

第
４
・
５
・
６
回
参
加
者
募
集

第
４
・
５
・
６
回
参
加
者
募
集

お
は
な
し
講
座

日　

時
：
①
6
月
13
日
（
土
）
②
7
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

③
9
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
2
時
〜
3
時
半

（
な
る
べ
く
連
続
で
お
申
込
く
だ
さ
い
）

講　

師
：
中
尾　

幸 
氏
（
竹
の
子
文
庫
主
宰
）

場　

所
：
當
麻
図
書
館　

2
階
研
修
室

対　

象
：
大
人

短
歌
入
門
講
座
「
短
歌
の
魅
力
」
受
講
者
募
集

短
歌
入
門
講
座
「
短
歌
の
魅
力
」
受
講
者
募
集

日　

時
：
7
月
2
日
（
木
）
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　

所
：
新
庄
図
書
館
学
習
室

講　

師
：
筒
井
早
苗
氏
（
新
月
短
歌
社
代
表
）

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ:

新
庄
図
書
館
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

新庄庁舎 ☎（69）3001
當麻庁舎 ☎（48）2811

市役所への市役所への
お問い合わせお問い合わせ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講講  

座座    

等等

 

葛
城
市
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

愛
称
発
表
会

　

葛
城
市
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
愛
称
を
発
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
後
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
使
用
に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

■
日　

時
：
6
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

そそ  

のの  

他他

 

短
冊
募
集

　
「
七
夕
」
と
い
う
小
字
が
残
る
太
田
で
は
、

毎
年
7
月
7
日
に
「
棚
機
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

相
撲
館
や
太
田
地
区
な
ど
で
願
い
事
を
書

い
た
短
冊
を
つ
け
た
サ
サ
飾
り
が
棚
機
の

森
へ
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

本
市
で
は
、
奉
納
す
る
短
冊
を
一
般
募
集

し
て
い
ま
す
。
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
は
、

市
相
撲
館
に
持
参
い
た
だ
く
か
郵
送
で
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締　

切
：
7
月
6
日
（
月
）

■
郵
送
先
：
〒
6
3
9-

0
2
7
6

　

葛
城
市
當
麻
83

－

1　

葛
城
市
相
撲
館

◎
詳
し
く
は
、
相
撲
館
☎
（
48
）

4
6
1
1
ま
で

 

中
途
失
明
者
等
生
活
訓
練
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
中
途
失
明
者
等
の
視
覚
障

害
者
に
対
し
て
、
将
来
の
生
活
の
方
途
を
見

出
す
た
め
に
必
要
な
助
言
、
指
導
並
び
に
自

立
生
活
に
必
要
な
前
訓
練
と
し
て
の
歩
行

訓
練
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
等
を
行

い
、
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

■
事
業
主
体
等
：
実
施
主
体
は
、
奈
良
県

　

事
業
の
運
営
は
、
社
会
福
祉
法
人
日
本
ラ

　

イ
ト
ハ
ウ
ス
視
覚
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ

　

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
委
託

■
対
象
者
：
奈
良
県
内
に
居
住
す
る
在
宅
の

　

重
度
の
視
覚
障
害
者

■
訓
練
の
実
施
方
法
：
対
象
者
の
家
庭
に
指

　

導
員
を
派
遣
し
て
実
施

■
経　

費
：
訓
練
を
受
け
る
た
め
の
経
費　

　

は
、
県
が
負
担
。
た
だ
し
、
教
材
等
の
実

　

費
は
、
対
象
者
の
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
る

※
訓
練
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
6
月
25
日

　
（
木
）
ま
で
に
、
社
会
福
祉
課
へ
お
申
し

　

出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
が
予
定
人
数
を
上
回
っ
た
場
合

　

は
、
新
規
の
方
が
優
先
に
な
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

 
第
29
回
膠
原
病 

医
療
講
演
会
と
医
療
相
談
会

■
主　

催
：
全
国
膠
原
病
友
の
会
奈
良
支
部

■
日　

時
：
6
月
28
日
（
日
）

午
後
1
時
か
ら
4
時
30
分

 
 

（
正
午
か
ら
受
付
開
始
）

■
場　

所
：

　

奈
良
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
「
あ
す
な
ら
」大
会
議
室（
ホ
テ
ル
日
航
2
Ｆ
）

　

奈
良
市
三
条
本
町
8
番
1
号

　

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
西
口
改
札
を
出
て
す
ぐ

■
参
加
費
：
5
0
0
円
（
会
員
外
の
資
料
代
）

■
医
療
講
演
：

　
「
膠
原
病
の
基
礎
知
識
と
合
併
症
」　

　
　

山
田
秀
樹
先
生

　
　

医
療
法
人　

希　

二
上
駅
前
診
療
所

　
「
膠
原
病
患
者
の
妊
娠
・
出
産
・
更
年
期
障
害
」

　
　

大
野
木
輝
先
生

　
　

奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院　

産
婦
人
科

■
医
療
相
談
：

　
　

山
田
秀
樹
先
生　

二
上
駅
前
診
療
所

　
　

大
野
木
輝
先
生

奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院

　
　

井
上
隆
智
先
生　

大
野
記
念
病
院

　
　

金
山
良
春
先
生　

金
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
申
込
先
：
T
E
L

・

F
A
X

0
7
4
4
（
42
）
0
6
9
9
（
大
森
方
）

（
注
）
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
6
月
25
日
ま

　

で
に
T
E
L
・
F
A
X
に
て
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

 

葛
城
市
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度

　

葛
城
市
内
の
中
小
企
業
者
が
安
定
な
経

営
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
経
営
安
定
の

為
の
「
運
転
資
金
」、近
代
化
に
必
要
な
「
設

備
資
金
」
の
資
金
融
資
制
度
の
受
付
を
6
月

1
日
（
月
）
か
ら
行
い
ま
す
。

　

融
資
限
度
額
、
融
資
期
間
等
、
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

「
成
人
式
を
自
ら
の
手
で
…
」

〜
2
0
1
0
成
人
式 

〜 

を
一
緒
に

手
伝
っ
て
く
れ
る
仲
間
を
募
集
中
で
す
！

　

大
人
に
な
る
節
目
の
日
、
成
人
式
。

　

こ
の
一
生
に
一
度
の
記
念
す
べ
き
成
人

式
を
自
分
達
の
手
で
企
画
・
運
営
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
平
成
22
年
成
人
式
を
、
新
成
人
と

共
に
作
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

や
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
わ
れ
る
方
、

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
：
平
成
元
年
4
月
2
日
〜

平
成
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

■
締
切
：
6
月
25
日
（
木
）

■
申
込
：
生
涯
学
習
課

◎
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で

暮暮  

らら  

しし

  

税
の
納
期

　

6
月
は
、
市
県
民
税
第
1
期
分
の
納
付
月

で
す
。

　

納
期
限
は
6
月
30
日
（
火
）
で
す
。

　

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
預
貯
金
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
課
・
収
納
課
）

■
場　

所
：
當
麻
文
化
会
館

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で



19 広報「 」平成21年6月号

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

●日時　6月 11日（木）第 2木曜日
　　　　午前 9時～正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
●日時　6月 18日（木）第 3木曜日
　　　　午前 9時～正午
　場所　忍海集会所
●日時　6月 25日（木）第 4木曜日
　　　　午前 9時～正午
　場所　當麻文化会館
◎申込　不要（先着順）
お問い合わせ／
 人権政策課・総務財政課  
   ☎（69）3001
 社会福祉協議会
  ☎（48）3373

人権・行政・心配ごと相談

●日時　6月 18日（木）第 3木曜日
　　　　午後 1時～ 4時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
●日時　6月 25日（木）第 4木曜日
　　　　午後 1時～ 4時
　場所　當麻文化会館
◎申込　相談（20 分）は予約制
　になっていますので、秘書課ま
　でお申し込みください。
お問い合わせ／秘書課

法律相談

◎申込　相談は予約面談制（30 分）
　ですので、必ず奈良弁護士会に
　電話で事前予約してください。
＊ 日時・場所等は、電話の際ご確
　認ください。
お問い合わせ／奈良弁護士会
　　　　　　☎ 0742(22)2035

中南和法律相談センタ－法律相談

●日時　6月7日（日）・7月5日（日）
　　　　午前 9時～正午
　場所　當麻文化会館団体交流室
　連絡先　☎（69）2753
●日時　7月 25日（土）
　　　　午後 1時～ 5時
　場所　中央公民館会議室
　連絡先　☎（69）2877
お問い合わせ／上記連絡先

または都市整備課

増改築・耐震無料相談

「架空請求や悪質商法」などの消
費生活に関する相談に応じます。
●日時　6月  8 日（月）
　　　　　　15日（月）
　　　　　　22日（月）
　午前 10時～正午・午後 1時～ 4時
　場所　當麻庁舎市民相談室
お問い合わせ／商工観光課

消費者生活相談

●日時　6月 24日（水）
　受付　午前 10時～ 11時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参
　ください。
お問い合わせ／健康増進課

健康相談

●日時　6月10日（水）・11日（木）
　受付　午前 10時～ 11時
　場所　當麻保健センター
●日時　6月25日（木）・26日（金）
　受付　午前 10時～ 11時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　身体測定、保健師・管理栄
　　　　 養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。
お問い合わせ／健康増進課

乳幼児健康相談

今月の今月の
無料相談無料相談

情　報

 
若
者
の
就
職
に
関
す
る
無
料
相
談

　

仕
事
・
就
職
に
関
し
て
「
ど
う
し
て
い
い

か
わ
か
ら
な
く
て
悩
ん
で
い
る
、
困
っ
て
い

る
、
気
軽
に
相
談
に
の
っ
て
欲
し
い
」「
就

職
訓
練
の
こ
と
を
知
り
た
い
」「
う
ち
の
子

の
職
業
選
択
の
助
言
を
す
る
参
考
に
し
た

い
」
な
ど
の
解
決
に
専
門
の
相
談
員
（
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）
が
お
待
ち
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
制
（
相

談
日
1
日
に
つ
き
4
人
ま
で
、1
人
1
時
間
）

で
す
の
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日　

時
：
6
月
9
日
（

火
）
午
後
1
時
〜
5
時

■
場　

所
：
當
麻
庁
舎
市
民
相
談
室

■
対
象
者
：
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
35
歳
ま

　

で
の
若
年
者
お
よ
び
そ
の
保
護
者

■
予
約
申
込
先
：
商
工
観
光
課

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で

 

労
働
保
険
年
度
更
新
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
の
年
度
更
新
手
続
き
は
、

　

6
月
1
日
か
ら
7
月
10
日

 
 

ま
で
の
期
間
で
す
。

　

期
日
ま
で
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
注
意
：
期
日
ま
で
に
申
告
書
の
提
出
が

　

な
い
場
合
は
、
政
府
が
保
険
料
等
の
額
を

　

決
定
し
、
さ
ら
に
追
徴
金
（
保
険
料
の

　

10
％
）
を
課
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
早
期
申
告
納
付
の
お
願
い
：
申
告
・
納
付

　

期
日
で
あ
る
7
月
10
日
（
金
）
は
、
金
融

　

機
関
・
郵
便
局
窓
口
に
お
い
て
大
変
混
雑

　

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
混
雑
緩
和
の
た
め
、

　

早
期
の
申
告
・
納
付
に
ご
理
解
・
ご
協
力

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
労
働
基
準
監
督
署

 

☎
（
52
）
5
8
9
1

 

経
済
セ
ン
サ
ス

－

基
礎
調
査
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

7
月
1
日
、
全
国

す
べ
て
の
事
業
所
お

よ
び
企
業
を
対
象
に

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、

国
、
都
道
府
県
、
市

区
町
村
が
こ
れ
か
ら
の
地
域
開
発
や
都
市

計
画
な
ど
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

6
月
中
旬
よ
り
調
査
員
が
各
事
業
所
へ
調

査
票
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
必
ず
お
受
け
取

り
に
な
っ
て
、
も
れ
な
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
法
に
規
定
さ
れ

た
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
法
律
で

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

あ
り
の
ま
ま
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

 

☎
0
5
7
0-

0
0
2
1
7
1

　

ま
た
は
、
企
画
調
整
課
ま
で

 

「
か
も
き
み
の
湯
」
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
休
館
日

を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
利
用
の
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
休
館
期
間
：
6
月
22
日（
月
）〜
25
日（
木
）

の
4
日
間

■
所
在
地
：
御
所
市
大
字
五
百
家
３
３
３
番
地

◎
詳
し
く
は
、
か
も
き
み
の
湯

☎
（
66
）
2
6
4
1
ま
で

　

ま
た
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
高
田

 

☎
（
52
）
5
8
0
1
ま
で



葛
城
市
歌
「
緑
の
風
」

葛
城
市
歌
「
緑
の
風
」

 
 

 
 

作
詞　

北
川　

康
宏

作
詞　

北
川　

康
宏

 
 

 
 

作
曲　

キ
ダ
・
タ
ロ
ー

作
曲　

キ
ダ
・
タ
ロ
ー

11 ..

昇昇の
ぼ
の
ぼ

るる
朝朝あ
さ
ひ

あ
さ
ひ陽陽
の　の　

輝輝
か
が
や

か
が
や
き
が
き
が

　　

    

大大や
ま
と

や
ま
と和和
のの
郷郷さ
と
さ
と

を　を　

包包つ
つ
つ
つ

みみ
込込ここ

むむ

　　

    

金金こ
ん
ご
う

こ
ん
ご
う剛剛　　

葛葛か
つ
ら
ぎ

か
つ
ら
ぎ城城　　

二二に
じ
ょ
う

に
じ
ょ
う上上
のの
峰峰み
ね
み
ね

をを

　　

    

見見み

あ

み

あ上上
げ
て
げ
て
育育そ
だ
そ
だ

つ　つ　

若若わ
か
わ
か

いい
夢夢ゆ
め
ゆ
め

　　

    

緑緑み
ど
り

み
ど
りのの
風風か
ぜ
か
ぜ

も　も　

爽爽さ
わ
さ
わ

や
か
に

や
か
に

　　

    

明明あ

す

あ

す日日
へへ
旅旅た
び
だ

た
び
だ立立
つ　つ　

葛葛か
つ
ら
ぎ

か
つ
ら
ぎ城城
よよ

22 ..

燃燃もも

え
る
え
る
思思お
も
お
も

い
と　
い
と　

微微ほ
ほ
え

ほ
ほ
え笑笑
み
が
み
が

　　

    

大大や
ま
と

や
ま
と和和
のの
郷郷さ
と
さ
と

に　に　

幸幸さ
ち
さ
ち

をを
呼呼よよ

ぶぶ

　　

    

誰誰だ
れ
だ
れ

も
が
や
す
ら
ぐ　

も
が
や
す
ら
ぐ　

憩憩い
こ
い
こ

い
の
い
の
街街ま
ち
ま
ち

にに

　　

    

色色い
ろ
い
ろ

もも
優優や
さ
や
さ

し
い　
し
い　

二二に
り
ん
ぎ
く

に
り
ん
ぎ
く

輪
菊
輪
菊

　　

    

心心こ
こ
ろ

こ
こ
ろのの
糸糸い
と
い
と

を　を　

結結む
す
む
す

びび
合合ああ

いい

　　

    

明明あ

す

あ

す日日
をを
見見みみ

つ
め
る　

つ
め
る　

葛葛か
つ
ら
ぎ

か
つ
ら
ぎ城城
よよ
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め
ぐ
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つ

き
せ
つ節節
の　の　

彩彩
い
ろ
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い
ろ
ど
り
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り
が

　　

    

大大や
ま
と

や
ま
と和和
のの
郷郷さ
と
さ
と
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染染そそ

め
て
ゆ
く

め
て
ゆ
く

　　

    

遥遥は
る
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る

か
な
か
な
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き
し

れ
き
し史史
の　の　

旅旅た
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じ

た
び
じ路路
のの
跡跡あ
と
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と

をを

　　

    

現現い

ま

い

ま在在
にに
伝伝つ
た
つ
た

え
る　
え
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来来ら
い
ご
う
え

ら
い
ご
う
え

迎
会
迎
会

　　

    

希希き
ぼ
う

き
ぼ
う望望
のの
鐘鐘か
ね
か
ね

を　を　

響響ひ
び
ひ
び

か
せ
て

か
せ
て

　　

    

明明あ

す

あ

す日日
へへ
翔翔
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た

は
ば
た
く　く　

葛葛か
つ
ら
ぎ

か
つ
ら
ぎ城城
よよ

葛城市歌「緑の風」の携帯電話向け配信をしています。

下記URLまたはQR コードより携帯電話でアクセスしてください。

 http://www.city.katsuragi.nara.jp/indexk.html

※ 機種によってはダウンロードしていただけない場合がありますので、　 
ご了承ください。

※オリジナル CDを希望される方は、新庄庁舎 3階 企画調整課にて
500円で販売しています。
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屋
敷
山
公
園
に
あ
る
屋
敷
山
古
墳
は
、
な
ぜ
屋
敷
山
古
墳
と
い
う
の
で

　

屋
敷
山
公
園
に
あ
る
屋
敷
山
古
墳
は
、
な
ぜ
屋
敷
山
古
墳
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
。
実
は
、
古
墳
の
上
に
、
屋
敷
が
あ
っ
た
た
め
、
屋
敷
の
あ
っ

し
ょ
う
か
。
実
は
、
古
墳
の
上
に
、
屋
敷
が
あ
っ
た
た
め
、
屋
敷
の
あ
っ

た
山
と
い
う
こ
と
で
、
屋
敷
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
そ
の

た
山
と
い
う
こ
と
で
、
屋
敷
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
そ
の

ま
ま
古
墳
の
名
前
に
な
っ
た
の
で
す
。

ま
ま
古
墳
の
名
前
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

屋
敷
が
建
て
ら
れ
た
時
期
は
、
今
か
ら
四
百
年
あ
ま
り
前
の
一
七
世
紀

　

屋
敷
が
建
て
ら
れ
た
時
期
は
、
今
か
ら
四
百
年
あ
ま
り
前
の
一
七
世
紀

初
頭
頃
で
す
。
建
て
た
人
は
、
新
庄
藩
初
代
藩
主
の
桑
山
一
晴
（
く
わ
や

初
頭
頃
で
す
。
建
て
た
人
は
、
新
庄
藩
初
代
藩
主
の
桑
山
一
晴
（
く
わ
や

まま  

か
ず
は
る
）
で
す
。
桑
山
一
晴
は
、
屋
敷
山
古
墳
の
上
に
、
写
真
の

か
ず
は
る
）
で
す
。
桑
山
一
晴
は
、
屋
敷
山
古
墳
の
上
に
、
写
真
の

絵
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
建
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
城
（
陣
屋
）、
つ
ま

絵
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
建
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
城
（
陣
屋
）、
つ
ま

り
屋
敷
を
築
き
ま
し
た
。
絵
図
の
中
央
上
側
の
「
大
奥
」
や
「
御
別
殿
」

り
屋
敷
を
築
き
ま
し
た
。
絵
図
の
中
央
上
側
の
「
大
奥
」
や
「
御
別
殿
」

と
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
屋
敷
山
古
墳
に
あ
た
り
ま
す
。

と
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
屋
敷
山
古
墳
に
あ
た
り
ま
す
。（

歴
史
博
物
館
）

（
歴
史
博
物
館
）
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